
鍋割山 

メンバー 吉川、高橋、鈴木、加藤 

 

２０１６年４月１２日（火） 晴 

小田急渋沢駅８：５０ 表丹沢県民の森９：１０ 二俣９：３０ 登山口９：５５ 

後沢乗越１０：２０ 鍋割山１１：２０－５０ 後沢乗越１２：３０ 栗ノ木洞１３：００－１０ 

櫟山（くぬぎやま）１３：２５ 林道１３：５５ 佐土原集落１４：３０  

寄バス停１４：５０－１５：４０ 小田急新松田駅前１６：１０－１８：００ 

 

渋沢駅からタクシーで表丹沢県民の森まで入る（￥２，５３０）。ゲート前にて準備し、出発。 

 

（コブシの花が咲いているね）        （しばらく四十八瀬川沿いの林道歩きです） 

 

しばらく行くと大倉からの道と合流し二俣へと行く。さらに快適な林道を行き本沢の木橋を渡り 

やがてミズヒ沢出合の登山道入口に到着。 

 

（山桜も咲きだしています）         （本沢にかかる木橋の上で。みんな元気です） 

 

 

 

 

 

 



ここでお約束の鍋割山荘への水運びに協力することにし、１Ｌのペットボトルをザックに入れる。 

 

（鍋割山荘の水運びに協力します）      （いよいよ登山道です） 

 

いよいよ急な登山道を懸命に行くと、意外に早く後沢乗越に到着。 

誰も休もうと言い出さず、そのまま歩き続ける。 

 

（後沢乗越ですが、誰も休もうと言いません）  （気持の良い稜線歩き） 

 

急な登りと平坦な尾根道を繰り返しながら、こんどは意外に長く感じれ、偽ピークにがっかりしながら

なんとか鍋割山荘に到着。 

風が冷たく早々に上着を着こむ。記念撮影の後、鍋割山荘の中に入り名物の「鍋焼きうどん」頂く。 

熱いうどんが体に沁みてうまい。 

 

（鍋割山に到着です）            （山頂です） 



 

（まあまあのお天気ですね）         （鍋割山荘で鍋焼きうどんを頂きました） 

 

鍋割山からは来た道を引き返し、後沢乗越まで下る。 

ここから次の目的の栗ノ木洞から櫟山方向へと向かう。 

後沢乗越からしばらく快適な登山道を行くとやがて栗ノ木洞への急な登り道となり、体にこたえる。 

喘ぎながら登り切ると山頂は杉林に覆われている。 

付近一帯は県民の森公園となっているが、あまり整備のよくない道が多数ある。 

 

（杉林に覆われた栗ノ木洞の頂上です） 

 

ここから２０分程度で櫟山に着く。こちらは樹々も少なく明るい頂上だ。 

渋沢・秦野の町も良く見える。 

 

（明るい山頂の櫟山です）           （櫟山から渋沢、秦野の町が良く見えますね） 



 

ここから急な下りとなり、あたりは杉林となる。 

 

（急な下りとなってきました）         （杉林の中を下っていきます） 

 

やがて林道に到着。林道沿いのソメイヨシノの桜並木がきれいだ。 

 

（林道に到着）               （桜が満開です） 

 

しばらく行くとのどかな集落がみえてくる。土佐原の集落だ。 

桜と新緑、茶畑がのどかで美しい。 

 

（土佐原の集落が見えてきました）      （桜を背景にしたつもりの記念撮影） 



 

（里を象徴するしだれ桜）           （桜並木の中を行きます。いいね） 

 

やがて寄の町に到着する。あいにくバスが出たばかりで１時間待ちとなった。 

回りの山々を眺めていると１時間も短く、他の登山者も次々到着。 

 

（寄に到着、桜の後方の山がシダンゴ山）    （見どころがたくさんありますね） 

 

次のバスで新松田駅に向かった（￥５２０）。 

新松田駅前の飲み屋さんにて恒例の「山行反省会」を行い、それぞれ家路に着いた。 


